
ばんえい競馬の楽しみ方
帯広市単独開催による「ばんえい十勝」は、平成29年、10周年を迎えました。その間、ファン
の裾野も広がり、これまで競馬に縁のなかった家族連れや若い世代を始め、道内外・国外からの
観光客も訪れるようになりました。帯広競馬場は、今では観光スポットやイベント会場としても、
新たな楽しみを生み出しています。

ばんえい競馬の最大の魅力は、間近で人馬を応援できること。接戦のレースでは、馬たちと並行して観客
も一斉に走り、熱い声援を送る。ばんえい十勝でしか味わえない一体感がここにある。
（写真／山岸　伸） 4445



　
帯
広
に
お
け
る
競
馬
は
明
治
三
十
年

（
一
八
九
七
年
）
秋
、
帯
広
町
東
三
条

十
丁
目
で
開
催
さ
れ
た
草
競
馬
が
始
ま

り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
四
十
四
年

（
一
九
一
一
年
）、
現
在
の
帯
広
市
東
四

条
九
〜
十
二
丁
目
以
東
に
、「
十
勝
競

馬
場
」が
開
場
。
昭
和
七
年（
一
九
三
二

年
）
に
現
在
地
に
移
転
し
、「
帯
広
競

馬
場
」
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
全
長

二
百
メ
ー
ト
ル
の
直
線
コ
ー
ス
、
三
階

建
て
の
ス
タ
ン
ド
を
中
心
に
、
観
光
施

設
と
か
ち
む
ら
、
ふ
れ
あ
い
動
物
園
、

馬
の
資
料
館
な
ど
を
併
設
。
き
ゅ
う
舎

地
区
に
は
、
関
係
者
と
そ
の
家
族
を
含

む
約
二
百
名
、
馬
約
五
百
頭
が
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

ば
ん
え
い
十
勝
の
拠
点
帯
広
競
馬
場

（写真／赤堀　正憲）
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【所　在　地】
　北海道帯広市西 13条南 9丁目
　☎ 0155-34-0825
【敷地総面積】
　400,371.98㎡
　　きゅう舎地区：59,063㎡
　　駐車場：17,637㎡（750台・無料）
　　スタンド：8,941.19㎡（4,641 人収容）
【入　場　料】100円
【開 催 期 間】
　4月中旬～翌年 3月下旬の土・日・月曜
　（※例外あり）
【所　有　者】十勝農業協同組合連合会
【管理運営者】帯広市
【開　　　設】昭和 7年 8月 8日

【ア ク セ ス】
　自 動 車…帯広空港から約 40分
　　　　　　芽室帯広 ICから約 15分
　タクシー…帯広駅南口から約 7分
　十勝バス…帯広駅バスターミナル
　　　　　　12番乗り場から乗車
　　　　　　「競馬場」停留所下車
　　　　　　（所要約 11分）

帯 広 競 馬 場

帯広競馬場

芽室帯広IC
十　勝　川

白樺通り

音更帯広IC

至とかち帯広空港

音　更　町

JR
帯広駅

道東自動車道

帯
広・広
尾
自
動
車
道

ニトリ

フクハラ

陸上自衛隊
帯広駐屯地

柏林台
交番

帯広
市役所

帯広の森
陸上競技場
野球場

グリーン
パーク

おびひろ動物園

マ
ク
ド
ナ
ル
ド

ス
ガ
イ
デ
ィ
ノ
ス

とかち
帯広空港

女満別空港

釧路空港

千歳空港

旭川空港

札幌

旭川

釧路

函館

帯広

38

241

236
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進
化
す
る
「
ば
ん
馬
」

現
代
の
主
流
は
　
　
　
　
　
　
　

日
本
輓
系
（
ば
ん
け
い
）
種

　
ば
ん
馬
の
ル
ー
ツ
は
農
耕
馬
と
し
て

外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
大
型
馬
。
代
表

的
な
品
種
に
、
ペ
ル
シ
ュ
ロ
ン
種
、
ブ

ル
ト
ン
種
、
ベ
ル
ジ
ャ
ン
種
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
純
血
種
を
も
と
に
し
た

交
雑
種
は
、か
つ
て
は
ど
れ
も
「
半
血
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十
五

年
以
降
に
生
ま
れ
た
馬
は
、
純
血
種
同

士
の
混
血
に
限
り
「
半
血
」、
そ
れ
以

外
の
混
血
は
「
日
本
輓
系
種
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
主
流
は
、
こ
の

日
本
輓
系
種
、
略
し
て
「
日
輓
（
に
ち

ば
ん
）」。
牽
引
力
、
登
坂
力
、
速
力
を

追
求
し
、
ば
ん
え
い
競
馬
の
た
め
に
生

み
出
さ
れ
た
日
本
独
自
の
品
種
で
す
。

ば
ん
え
い
競
馬
七
十
年
の
歴
史
の
中
で
ば
ん
馬
は
改
良
を
重

ね
ら
れ
、
充
実
し
た
馬
格
を
備
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
き
さ
は
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
約
二
倍
、
体
重
一
ト
ン
を
超
え

る
馬
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ばん馬のルーツになった主な純血種

　フランス西部のブルターニュ半島原産。肉
付きがよく頑丈でスタミナがあり、日本には
戦後、アングロノルマンに替わって輸入され
るようになりました。毛色は栗毛、鹿毛など
で、青毛は存在しません。足先に生える距毛
（きょもう）が長く多いのが特徴。1億円達
成馬では、タカラフジがブルトン系です。

　ベルギーのブラバント地方原産。アメリカ
で人気があり、日本にもたらされたのもアメ
リカで農耕馬として品種改良されたベルジャ
ン種です。首が太く、がっしりとした体格な
がらスピードがあるのが特徴。栗毛が多く見
られます。1億円達成馬では、マルゼンバー
ジがベルジャン系です。

ベルジャン種／略称「ベルジ」ブルトン種／略称「ブル」

　フランス北西部のペルシュ地方原産。8世
紀頃からフランスの重種馬にアラブ種などの
血が入ったものとされ、品のある容姿が特徴
です。力が強く、性格はおとなしく従順。毛
色は芦毛や青毛が多く見られます。ばん馬の
祖とされるイレネーや1億円達成馬キンタロ
ー、フクイチもペルシュロン系です。

ペルシュロン種／略称「ペル」

（写真／山岸　伸）
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額の中央に旋毛と小星、足の先に縦長の白斑が見える。
（写真／山岸 伸）

主な毛色の種類
馬
を
見
分
け
る
ポ
イ
ン
ト

　
レ
ー
ス
に
出
る
馬
は
、
出
走
前
に
必

ず
実
馬
照
合
（
個
体
識
別
）
を
受
け
ま

す
。
識
別
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、

主
に
次
の
四
項
目
で
す
。

毛
　
色

　
ば
ん
馬
の
代
表
的
な
毛
色
は
、鹿
毛
、

栗
毛
、青
毛
、芦
毛
の
四
種
類
。ま
れ
に
、

地
色
に
白
い
毛
が
ま
じ
る
粕
毛
（
か
す

げ
）、
ま
だ
ら
模
様
の
ブ
チ
毛
も
い
る
。

つ
む
じ

　
馬
の
毛
が
渦
を
巻
い
て
い
る
部
分
を

「
旋
毛
」
と
い
い
、
人
の
「
つ
む
じ
」

に
あ
た
る
。
馬
の
場
合
は
こ
の
旋
毛
が

額
や
胸
な
ど
体
の
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
、

体
の
ど
こ
に
幾
つ
あ
る
か
は
生
涯
変
わ

ら
な
い
馬
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
な
る
。

顔
の
模
様

　
顔
の
ど
こ
に
ど
ん
な
白
斑
が
あ
る
か

を
見
る
。
例
え
ば
額
に
あ
る
白
斑
は

「
星
」
と
呼
ば
れ
、
大
き
さ
や
形
に
よ

り
「
大
星
」「
小
星
」「
流
星
」
な
ど
に

分
か
れ
る
。

足
の
模
様

　
左
右
前
後
の
ど
の
足
に
ど
ん
な
白
斑

が
あ
る
か
に
よ
っ
て
判
別
す
る
。

全体に白い毛があり、若い時は黒っぽく、年齢
とともに白くなる。黒白のまだら模様のように
見える馬もいる。

芦毛（あしげ）

たてがみ、尾も含めて全身の毛が黄褐色。色の
濃淡はさまざまあり、栃の実のような濃褐色の
ものは栃栗毛と呼ばれる。

栗毛（くりげ）

馬体は赤褐色で、たてがみ、尾、脚の下部が黒
い。毛色が黒に近く、一部が褐色のものは青鹿
毛、黒鹿毛に分かれる。

鹿毛（かげ）

全身の毛が黒。サラブレッドには少なく、ペル
シュロンに多く見られる毛色。冬には毛先が褐
色に見えることもある。

青毛（あおげ）
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直
線
二
百
メ
ー
ト
ル
の
　
　
　
　

セ
パ
レ
ー
ト
コ
ー
ス

　
普
通
の
平
地
競
馬
は
芝
か
ダ
ー
ト

（
砂
）
の
オ
ー
プ
ン
コ
ー
ス
※
で
行
わ

れ
ま
す
が
、
ば
ん
え
い
競
馬
は
ふ
た
つ

の
障
害
が
あ
る
直
線
二
百
メ
ー
ト
ル
の

ダ
ー
ト
コ
ー
ス
、
そ
れ
も
一
頭
あ
た

り
幅
一・
八
メ
ー
ト
ル
の
セ
パ
レ
ー
ト

コ
ー
ス
※
で
競
わ
れ
ま
す
。

　
ば
ん
え
い
競
走
馬
は
重
量
物
を
載
せ

た
そ
り
を
ひ
き
、こ
の
コ
ー
ス
を
駆
け
、

登
り
、
時
に
止
ま
り
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
ま
す
。

年
度
ご
と
に
走
路
の
砂
を
一
新

　
コ
ー
ス
に
使
わ
れ
て
い
る
砂
は
十
勝

川
上
流
の
岩
を
砕
い
た
「
ビ
リ
砂
」。

レ
ー
ス
を
繰
り
返
す
と
砂
は
摩
耗
し
、

そ
り
が
滑
り
や
す
く
な
っ
て
タ
イ
ム
に

影
響
し
ま
す
。
晴
天
時
に
は
砂
け
む
り

が
舞
っ
て
視
界
を
遮
る
こ
と
も
。
そ
の

た
め
年
度
終
了
ご
と
に
砂
の
入
れ
替
え

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
完
備
で
通
年
開
催

　
帯
広
競
馬
場
の
本
走
路
に
は
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
が
完
備
さ
れ
、
冬

季
も
凍
結
す
る
こ
と
な
く
レ
ー
ス
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
が

導
入
さ
れ
た
の
は
平
成
六
年
の
こ
と
。

ば
ん
え
い
競
馬
が
ま
だ
四
市
で
開
催
さ

れ
て
い
た
当
時
、
正
月
も
レ
ー
ス
を
開

催
し
た
い
と
い
う
要
望
が
高
ま
り
、
降

雪
量
の
少
な
い
帯
広
だ
け
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
下
の
地
中
に
パ
イ
プ
が
埋
め

ら
れ
、
電
光
掲
示
板
の
裏
手
に
あ
る
ボ

イ
ラ
ー
室
で
不
凍
液
を
温
め
て
パ
イ
プ

内
に
循
環
さ
せ
て
い
ま
す
。

※
オ
ー
プ
ン
コ
ー
ス
／
各
馬
の
走
路
が
規
定
さ
れ
て
い

な
い
コ
ー
ス
。

※
セ
パ
レ
ー
ト
コ
ー
ス
／
各
馬
の
走
路
が
決
め
ら
れ
て

い
る
コ
ー
ス
。
他
の
走
路
を
侵
す
と
失
格
と
な
る
場

合
が
あ
る
。

ば
ん
え
い
熱
闘
の
舞
台

コ
ー
ス
の
概
要
と
見
ど
こ
ろ

世
界
で
唯
一
、
帯
広
競
馬
場
だ
け
で
開
催
さ
れ
て
い
る
ば
ん

え
い
競
馬
。
舞
台
と
な
る
コ
ー
ス
も
歴
史
と
と
も
に
変
化
し
、

世
界
に
類
を
見
な
い
独
自
の
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
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スターティングゲート1 全長約21ｍ、フルゲート10頭のスターティングゲートに各馬が勢揃い。きゅう務員
がゲートを離れ、スターターが磁石式ゲートのスイッチを切るとゲートがオープ
ン。各馬が一斉に飛び出す。

第1障害2 スタート直後の馬はスタミナ十分。高さ1mの
第1障害を一気に越える。

中間区間3 ばんえい競馬を初めて見る人がまず驚くのが、
馬が止まるこの区間。第2障害に備えて馬の
ペース配分を図るため、騎手が馬を止めてい
る。ばんえいでは「ためる」と表現される。

第2障害4 高さ1.6mの第2障害は騎手の腕の見せど
ころであり最大の山場。各馬は懸命にそり
をひき上げるが、中には障害を越えられず
膝をついてしまう馬も。ばんえいでは「膝を
折る」と表現される。見守るファンから最も
熱い声援が上がるのがこの場面。

後半区間5 第2障害を越えた後、騎手は馬を止めることはできない。しばしば波乱
が起こるのがこの区間。真っ先に第2障害を越えた馬が、スタミナ切れ
で止まってしまい、後続馬がトップに踊り出ることも。

砂障害6 ゴール前には最後の難関、高さ0.5ｍの上り勾配がつい
た砂障害が待ち構え、より白熱したレースを演出する。
この砂障害は、冬季は走路凍結防止のため撤去される。

ゴール7 ばんえいでは、そりの後端がゴールラインを通過した時点でゴールと認定する。ゴール
間際で先頭の馬が止まってしまうこともあり、最後まで目が離せない。

S T A R T

G O A L

51



レ
ー
ス
の
流
れ
と
舞
台
裏

馬
場
入
場
ま
で
の
　
　
　
　
　
　

騎
手
と
馬
の
動
き

　
騎
手
は
レ
ー
ス
前
日
夜
か
ら
当
日
朝

ま
で
、
体
調
管
理
と
情
報
遮
断
の
た
め

調
整
ル
ー
ム
で
過
ご
し
ま
す
。
一
方
、

出
走
馬
の
準
備
が
始
ま
る
の
は
発
走
二

時
間
前
か
ら
。
き
ゅ
う
務
員
は
担
当
馬

に
念
入
り
に
ブ
ラ
シ
を
か
け
、
た
て
が

み
を
飾
り
ま
す
。
発
走
五
十
分
前
ま
で

に
は
馬
体
重
を
測
定
し
て
装
鞍
所
に
入

り
、
実
馬
照
合
（
馬
の
特
徴
を
デ
ー
タ

と
照
合
）
や
健
康
検
査
、
装
具
の
点
検

を
受
け
ま
す
。
発
走
三
十
分
前
ま
で
に

は
パ
ド
ッ
ク
に
集
合
。
騎
手
は
鞍
も
あ

ぶ
み
も
な
し
に
颯
爽
と
馬
に
騎
乗
し
て

周
回
し
、
各
馬
は
番
号
順
に
パ
ド
ッ
ク

を
出
て
馬
場
に
入
場
し
ま
す
。

円
滑
な
レ
ー
ス
を
支
え
る
　
　
　

舞
台
裏
の
流
れ
作
業

　
馬
は
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ト
後
方

に
あ
る
待
機
馬
房
へ
、
騎
手
は
騎
手
控

え
室
で
レ
ー
ス
開
始
ま
で
待
機
し
ま
す
。

こ
の
間
に
舞
台
裏
で
は
、
馬
場
入
場
を

合
図
に
専
任
ス
タ
ッ
フ
が
走
路
に
入
り
、

前
の
レ
ー
ス
で
荒
れ
た
馬
場
を
手
際
よ

く
整
備
。
ス
タ
ー
ト
担
当
者
は
各
馬
の

そ
り
に
重
量
物
を
積
み
込
ん
で
配
列
し

ま
す
。
騎
手
が
手
綱
、
胴
引
き
、
か
じ

棒
を
結
束
し
、
馬
と
そ
り
を
つ
な
い
だ

ら
ゲ
ー
ト
イ
ン
。
ば
ん
え
い
競
馬
は
そ

り
の
後
端
が
基
準
な
の
で
、
ス
タ
ー
ト

担
当
者
が
そ
り
の
後
ろ
を
そ
ろ
え
ま
す
。

そ
の
間
に
ス
タ
ー
タ
ー
が
騎
手
の
帽
色

と
番
号
、
係
員
が
そ
り
重
量
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
、
準
備
が
整
っ
た
ら
ス
タ
ー

ト
台
に
立
っ
て
旗
を
振
り
、磁
石
式
ゲ
ー

ト
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
レ
ー
ス
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　
ゴ
ー
ル
後
は
、
ゴ
ー
ル
担
当
者
が
速

や
か
に
そ
り
を
外
し
、
ト
ロ
ッ
コ
で
ス

タ
ー
ト
地
点
に
戻
し
ま
す
。
着
順
判
定

が
出
た
ら
、
一・二
着
の
馬
は
禁
止
薬
物

に
関
す
る
検
査
の
た
め
検
体
所
へ
。
こ

う
し
た
一
連
の
作
業
が
、
レ
ー
ス
毎
に

滞
る
こ
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

ば
ん
え
い
競
馬
開
催
日
に
は
、
一
日
約
十
一
の
レ
ー
ス
が

三
十
か
ら
四
十
分
間
隔
で
行
わ
れ
ま
す
。
レ
ー
ス
の
手
順
は

厳
格
に
決
め
ら
れ
て
お
り
、
流
れ
る
よ
う
に
進
行
し
ま
す
。
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騎手は調整ルームで過ごす たてがみのブラッシング

装鞍所に入る前に馬体重測定
馬の特徴をデータと照合

約30分前にパドックに集合

そり配列

馬とそりをつなぐ

スターターが旗を振る

ゴール後にそりをはずし、
スタート地点まで戻す

専任スタッフが走路を整備

そりの後端をスタート位置に

スターターのチェック

パドックを出て馬場へ入場

騎手の前検量

禁止薬物に関する検査判　定

レース
前日

レース
2時間前

発走
50分前

パドック

馬場
入場

ゲート
イン

装 着

スタート

ゴール

レース
終了後
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そりの上にある4つの箱型重量物のうち、1番前と後部2つの箱に重
量物を分散して収納。前から2番目の箱には、騎手重量を調整するた
めの重量かばん、通称「弁当箱」を収納する。

5kg、10kg、30kg、50kgと、4種類の板状の重量物を組み
合わせる。

箱形重量物

重量物ずり引木（どっこい）ハナ木

蹴り止めパイプ

受
け
継
が
れ
る
伝
統

ば
ん
え
い
の
競
走
用
具

三
種
類
か
ら
な
る
競
走
用
具

　
ば
ん
え
い
競
馬
の
競
走
用
具
は
、
開

拓
時
代
か
ら
農
耕
馬
や
荷
役
馬
に
使
用

さ
れ
て
き
た
馬
具
が
も
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
普
通
の
競
馬
に
比
べ
て
用
具
の
種

類
が
多
く
、
大
き
く
分
け
る
と
、
馬
を

操
作
す
る
た
め
の
「
馭ぎ
ょ

具ぐ

」、
そ
り
を
ひ

く
た
め
の「
ひ
き
具
」、馬
に
ひ
か
せ
る「
そ

り
と
重
量
物
」
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
馭
具
や
ひ
き
具
は
、
彩
色

や
鋲
打
ち
が
施
さ
れ
、
伝
統
工
芸
品
と

し
て
も
注
目
す
べ
き
も
の
。
か
つ
て
は
老

練
の
馬
具
職
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
馬
の
肌
に
ぴ
っ
た
り
合
う
よ
う
作

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
こ
の
馬
具

製
造
技
術
が
途
絶
え
、
手
持
ち
の
馬
具

が
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

馬
を
操
る
「
馭ぎ

ょ
ぐ具
」

　
馬
を
操
る
馭
具
は
ば
ん
え
い
に
限
ら

ず
、
普
通
の
競
馬
や
乗
馬
に
も
共
通
す

る
も
の
で
す
。
馬
の
口
に
く
わ
え
さ
せ

る
ハ
ミ
、
ハ
ミ
を
保
持
す
る
た
め
の

頭と
う
ら
く絡

、
ハ
ミ
と
結
ば
れ
て
騎
手
の
手
に

握
ら
れ
る
手
綱
が
あ
り
ま
す
。
ば
ん
え

い
の
騎
手
が
用
い
る
手
綱
は
「
馭
者
手

綱
」
と
呼
ば
れ
、
長
さ
七・
五
メ
ー
ト

ル
。
騎
手
は
ハ
ミ
に
接
続
し
た
こ
の
手

綱
だ
け
を
使
っ
て
、
前
進
、
停
止
、
走

れ
、
な
ど
の
指
示
を
馬
に
伝
え
ま
す
。

そ
り
を
ひ
く
た
め
の
「
ひ
き
具
」

　
馬
に
そ
り
を
ひ
か
せ
る
た
め
の
「
ひ

き
具
」
は
種
類
が
多
く
、
複
雑
に
結
び

つ
い
て
い
ま
す
。
何
百
キ
ロ
も
の
重
量

ば
ん
え
い
競
馬
は
、
使
用
さ
れ
る
用
具
が
多
い
の
も
特
徴
の

ひ
と
つ
。
中
で
も
伝
統
の
技
が
生
み
出
し
た
美
し
い
馬
具
は
、

レ
ー
ス
に
彩
り
を
添
え
て
い
ま
す
。

頭絡とハミ。
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騎手重量を調整するためのウェイト。

ウェイトを収納する「重量かばん」。アルミの弁当箱に似てい
るため愛称で「弁当箱」と呼ばれている。騎手は各自の弁当
箱をもって検量を受ける。

頭路
がら 手綱

つり革

かじ棒
胴引き

背づり

わらび型

よび出し

ハミ

を
ひ
く
馬
に
、
な
る
べ
く
負
担
を
か
け

ず
に
最
大
限
の
力
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ば
ん
馬
は
肩
で
そ
り
を
ひ
く
た
め
、

肩
に
一
番
、
加
重
が
掛
か
り
ま
す
。
こ

の
部
分
に
装
着
す
る
の
が
二
本
の
鋼
鉄

で
で
き
た
「
わ
ら
び
型
」
と
、
わ
ら
び

型
が
直
に
皮
膚
に
当
た
ら
な
い
よ
う
保

護
す
る
た
め
の
「
が
ら
」。
そ
り
と
馬

を
連
結
す
る
の
は
「
胴
引
き
」
で
す
。

わ
ら
び
型
と
胴
引
を
結
ぶ
革
製
の
「
よ

び
出
し
」「
背
づ
り
」「
つ
り
革
」
は
、

主
に
加
重
を
緩
衝
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、そ
り
に
付
属
す
る「
引

木
」、
通
称
「
ど
っ
こ
い
」
は
、
馬
が

左
右
に
動
い
て
も
そ
り
が
真
っ
す
ぐ
進

む
よ
う
調
整
し
て
い
ま
す
。

　
馬
と
そ
り
を
結
ぶ
も
の
に
は
、
胴
引

き
の
ほ
か
に
「
か
じ
棒
」
と
呼
ば
れ
る

グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
製
の
棒
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
文
字
通
り
、
そ
り
の
方
向

を
決
め
る
か
じ
の
役
目
を
果
た
す
と
と

も
に
、
馬
が
後
退
す
る
の
を
制
限
す
る

役
も
担
い
ま
す
。
こ
の
歯
止
め
の
役
割

は
、
こ
と
に
障
害
を
越
え
る
際
に
重
要

で
す
。

そ
り
と
重
量
物

　
ば
ん
え
い
用
の
そ
り
は
、
鋼
鉄
製
で

重
さ
四
五
〇
キ
ロ
。そ
り
の
上
に
は「
箱

型
重
量
物
」
と
呼
ば
れ
る
鉄
箱
が
四
つ

固
定
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
中
に
規
定
の

重
量
物
を
収
納
し
ま
す
。
重
量
物
は
鉄

製
の
板
状
で
、
中
央
に
穴
が
あ
り
、
こ

こ
に
箱
の
中
に
立
つ
ボ
ル
ト
を
差
し
込

ん
で
固
定
し
ま
す
。
重
量
物
は
、五
、十
、

三
十
、五
十
キ
ロ
の
四
種
類
。
こ
れ
ら

を
組
み
合
わ
せ
て
重
量
を
調
整
し
ま
す
。

　
ば
ん
え
い
競
馬
で
は
、
馬
の
年
齢
や

成
績
な
ど
に
よ
っ
て
ひ
く
重
さ
が
決
ま

り
、
こ
れ
を
「
ば
ん
え
い
重
量
」
と
い

い
ま
す
。
そ
り
の
重
さ
は
一
律
四
五
〇

キ
ロ
で
、
ば
ん
え
い
重
量
六
〇
〇
キ
ロ

の
馬
な
ら
、
一
五
〇
キ
ロ
分
の
重
量
物

を
積
ん
だ
そ
り
を
ひ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
り
の
後
端
は
三
角
形
に

張
り
出
し
て
お
り
、
そ
の
尖
端
が
ゴ
ー

ル
を
決
す
る
最
後
端
で
す
。

わらび型とがら、背づりなど。
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高
度
な
技
術
を
持
つ
　
　
　
　
　

ば
ん
え
い
騎
手

　
騎
手
が
馬
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

手
綱
は
、
馬
が
口
に
く
わ
え
た
ハ
ミ

と
結
ば
れ
て
お
り
、
騎
手
は
手
綱
を

微
妙
に
操
作
し
ハ
ミ
を
通
じ
て
馬
に

意
志
を
伝
え
ま
す
。
人
馬
が
密
着
し

て
い
る
普
通
の
競
馬
と
違
い
、
ば
ん

え
い
の
騎
手
は
ハ
ミ
か
ら
約
三
メ
ー

ト
ル
も
離
れ
た
そ
り
の
上
か
ら
、
手

綱
一
本
で
指
示
を
出
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
極
め
て
高

度
な
技
術
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

騎
手
は
「
馬
の
耳
」
を
見
る

　
レ
ー
ス
時
に
騎
手
が
注
視
す
る
の
は

馬
の
耳
。
や
る
気
の
あ
る
馬
は
耳
を

し
っ
か
り
前
に
向
け
、
騎
手
が
声
を
か

け
る
と
即
座
に
耳
を
後
ろ
に
向
け
ま

す
。
こ
の
状
態
で
あ
れ
ば
、
馬
は
指
示

に
素
早
く
反
応
し
ま
す
。
例
え
ば
「
行

け
」
と
い
う
指
示
に
す
ぐ
さ
ま
反
応
す

る
か
ど
う
か
、
騎
手
は
馬
の
耳
を
見
な

が
ら
、
指
示
を
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

極
め
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
は
勝
負
の
要

　
騎
手
が
最
も
緊
張
す
る
の
は
ス
タ
ー

ト
の
瞬
間
。
出
遅
れ
る
と
す
ぐ
に
二
〜

三
メ
ー
ト
ル
の
差
が
つ
い
て
し
ま
い
ま

す
。一
メ
ー
ト
ル
の
差
は
一
秒
の
遅
れ
。

こ
の
差
を
前
半
の
う
ち
に
詰
め
よ
う
と

す
る
と
、
馬
に
無
理
を
強
い
て
後
半
の

ス
タ
ミ
ナ
に
影
響
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
騎
手
は
ゲ
ー
ト
イ
ン
す

る
と
馬
の
耳
を
見
て
、
馬
と
呼
吸
を

合
わ
せ
ま
す
。
ゲ
ー
ト
が
開
く
瞬
間
、

一
気
に
、ぼ（
追
）っ
て
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ

シ
ュ
。
そ
の
ま
ま
「
馬
な
り
（
馬
が
走

る
に
任
せ
る
こ
と
）」
で
第
一
障
害
を

越
え
ま
す
。

第
二
障
害
前
の
頭
脳
戦

　
第
二
障
害
前
の
駆
け
引
き
は
、
ば
ん

え
い
競
馬
の
見
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
。
騎

手
は
自
馬
の
長
所
・
欠
点
を
考
慮
し
、

事
前
に
レ
ー
ス
を
組
み
立
て
て
い
ま

す
。
逃
げ
る
（
先
頭
を
走
る
）
タ
イ
プ

の
馬
な
ら
、
ど
う
逃
げ
切
る
か
。
追

い
込
み
型
な
ら
ど
こ
で
仕
か
け
る
か
。

レ
ー
ス
展
開
を
読
み
な
が
ら
、
自
馬
の

位
置
取
り
や
、
馬
を
止
め
る
タ
イ
ミ
ン

グ
を
図
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
思
い
通
り
に
い
く
と
は
限

ら
な
い
の
が
レ
ー
ス
の
妙
味
。
騎
手
は

第
一
障
害
を
降
り
た
時
点
で
、
そ
の
日

の
馬
の
状
態
を
ほ
ぼ
見
極
め
て
い
る
と

い
い
ま
す
。
調
子
が
い
い
馬
な
ら
ど
ん

ど
ん
行
か
せ
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
状
態

で
な
い
な
ら
障
害
で
遅
れ
を
取
り
返
す

な
ど
、
瞬
時
に
作
戦
を
切
り
替
え
る
判

断
力
と
経
験
が
物
を
言
い
ま
す
。

第
二
障
害
は
こ
う
越
え
る

　
騎
手
は
、
第
二
障
害
の
下
、
馬
の
歩

幅
で
一
、二
歩
手
前
で
馬
を
止
め
ま
す
。

そ
し
て
馬
の
呼
吸
を
読
み
、
力
い
っ
ぱ

い
手
綱
を
引
い
て
バ
イ
キ
（
馬
を
後
退

さ
せ
る
こ
と
）
し
、
そ
の
反
動
で
馬
を

障
害
に
追
い
上
げ
ま
す
。
バ
ネ
を
し
め

て
ポ
ン
と
離
す
要
領
で
、
体
重
の
三
倍

は
あ
る
と
い
う
馬
の
瞬
間
的
な
牽
引
力

を
引
き
出
す
の
で
す
。

　
こ
の
時
、
馬
が
跳
ね
る
よ
う
に
飛
び

出
さ
な
い
よ
う
一
歩
一
歩
、
着
実
に
登

ら
せ
た
ほ
う
が
こ
ら
え
が
効
く
も
の
。

理
想
は
一
度
も
止
ま
ら
ず
に
障
害
の
上

ま
で
登
る
こ
と
。
こ
れ
を
「
ひ
と
腰
」

と
言
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
に
は
重
さ

を
嫌
が
り
、登
坂
途
中
に
よ
じ
れ
る（
馬

体
が
左
右
に
曲
が
る
）
馬
も
。
こ
こ
で

騎
手
の
手
綱
さ
ば
き
が
問
わ
れ
ま
す
。

ハ
ミ
を
左
右
に
切
り
返
し
て
馬
体
を
立

て
直
し
、声
を
か
け
て
馬
を
集
中
さ
せ
、

再
度
、バ
イ
キ
し
て
登
坂
に
挑
み
ま
す
。

前
足
が
障
害
の
上
に
掛
か
れ
ば
馬
は
自

然
に
頑
張
り
、
二
腰
か
三
腰
で
そ
り
を

持
ち
上
げ
れ
ば
、
あ
と
は
一
気
に
滑
り

降
り
ま
す
。

騎手が最も緊張するスタートの瞬間。

ば
ん
え
い
競
馬
の
華

騎
手
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

馬
は
本
来
、
神
経
質
な
生
き
物
。
そ
の
馬
を
操
り
、
い
か
に

良
い
レ
ー
ス
を
さ
せ
る
か
は
、騎
手
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
す
。
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ゴ
ー
ル
手
前
の
猛
追

　
第
二
障
害
を
真
っ
先
に
降
り
た
馬
の

後
を
、
後
続
の
馬
た
ち
が
追
い
ま
す
。

こ
こ
で
騎
手
が
注
目
す
る
の
は
前
を
行

く
馬
の
脚
。
途
中
で
息
切
れ
す
る
馬
が

出
ま
す
。
ト
ッ
プ
の
馬
が
突
然
停
止
す

る
こ
と
も
。
こ
の
機
を
逃
さ
ず
、
手
綱

に
よ
る
べ
ん
打
ち
で
馬
を
ぼ
（
追
）
い

ま
す
。

　
反
対
に
自
馬
が
止
ま
っ
た
ら
、
す
か

さ
ず
バ
イ
キ
し
ま
す
。
こ
れ
が
時
に
観

客
か
ら
は
、
騎
手
が
馬
を
止
め
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
の
で
す
が
、
実
際
は
そ

の
逆
。
馬
が
止
ま
り
そ
う
に
な
る
の
を

見
定
め
、
瞬
時
に
下
げ
て
進
ま
せ
て
い

る
の
で
す
。
馬
が
完
全
に
止
ま
っ
て
か

ら
で
は
遅
い
の
で
、
一
瞬
の
判
断
で
タ

イ
ム
を
縮
め
ま
す
。

　
ば
ん
え
い
の
勝
負
は
ラ
ス
ト
五
メ
ー

ト
ル
。
そ
れ
ま
で
無
理
を
さ
せ
な
い
よ

う
、
騎
手
は
馬
の
ス
タ
ミ
ナ
配
分
を
計

算
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
ど
の
騎
手

も
同
じ
。
最
後
は
ど
の
人
馬
も
限
界
ま

で
力
を
出
し
切
り
ま
す
。
先
頭
の
馬
が

ゴ
ー
ル
直
前
で
捕
ま
り
、
後
続
馬
と
の

混
戦
に
な
る
理
由
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

「
べ
ん
打
ち
」
の
誤
解

　
し
ば
し
ば
「
馬
が
可
哀
そ
う
」
と
批

判
さ
れ
る
の
が
騎
手
の
べ
ん
（
鞭
）
打

ち
で
す
が
、
ば
ん
え
い
競
馬
で
用
い
ら

れ
る
の
は
鞭
で
は
な
く
、
長
い
手
綱
の

余
っ
た
部
分
。
体
重
一
ト
ン
の
馬
に

と
っ
て
手
綱
で
打
た
れ
る
の
は
、
人
間

で
い
え
ば
肩
を
ポ
ン
と
叩
か
れ
る
の
と

同
程
度
の
刺
激
。
騎
手
は
べ
ん
打
ち
に

よ
っ
て
「
頑
張
れ
」
と
馬
に
気
合
い
を

入
れ
て
い
る
の
で
す
。

人馬の息を合わせて第2障害を登る。崩れた馬を立て直すのも騎手の腕の見せどころ。

どの位置につけ、いつ馬を止めるか。騎手の頭脳戦が展開される第1障害と第2障害の中間点。写真は平成28年3月20日開催のばんえい記念。
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予
想
の
難
し
さ
が
面
白
さ

　
ば
ん
え
い
競
馬
は
、
平
地
競
馬
に
比

べ
て
レ
ー
ス
予
想
が
難
し
い
と
言
わ
れ

ま
す
。
重
賞
競
走
で
勝
っ
た
実
力
馬
で

も
優
勝
を
重
ね
る
こ
と
は
難
し
く
、
大

本
命
と
さ
れ
た
レ
ー
ス
で
苦
戦
す
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
。

　
平
地
競
馬
で
は
、
騎
手
の
力
が
占
め

る
割
合
は
三
割
、
馬
の
実
力
が
七
割
と

言
わ
れ
る
の
に
対
し
、
ば
ん
え
い
競
馬

は
騎
手
七
割
、
馬
三
割
と
も
言
わ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ノ
ー
マ
ー
ク
の
馬
が

騎
手
の
手
綱
さ
ば
き
で
善
戦
し
、
予
想

外
の
大
穴
が
出
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
予
想
の
難
し
さ
こ
そ
が

ば
ん
え
い
競
馬
の
面
白
さ
で
も
あ
り
、

奥
深
さ
で
も
あ
り
ま
す
。

レ
ー
ス
を
左
右
す
る
馬
場
水
分

　
ば
ん
え
い
競
馬
の
レ
ー
ス
展
開
は
、

平
地
競
馬
以
上
に
馬
場
の
状
態
に
大
き

く
影
響
さ
れ
ま
す
。
こ
の
馬
場
状
態
を

表
す
の
が
「
馬
場
水
分
」
で
す
。

　
雨
や
雪
が
降
り
、
馬
場
に
含
ま
れ
る

水
分
量
が
多
い
と
そ
り
が
よ
く
滑
り
、

好
タ
イ
ム
を
出
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
の
馬
場
の
状
態
を
「
軽か
る
馬ば

場ば

」
と
呼

び
ま
す
。
反
対
に
好
天
続
き
で
馬
場
が

乾
燥
し
て
い
る
と
、
そ
り
の
抵
抗
が
増

し
て
タ
イ
ム
が
遅
く
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
「
重お
も

馬ば

ば場
」
と
言
い
ま
す
。

　
こ
の
馬
場
水
分
の
違
い
は
、
レ
ー
ス

の
タ
イ
ム
に
如
実
に
表
れ
ま
す
。
ば
ん

え
い
競
馬
の
標
準
タ
イ
ム
は
約
一
分

四
十
秒
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
積
雪
で

そ
り
が
よ
く
滑
る
と
一
分
を
切
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
反
対
に
好
天
で
は
、
三

分
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
違
い
が
レ
ー
ス
の
行
方
を
左
右
し
ま

す
。
一
般
に
軽
馬
場
で
は
先
行
し
て
逃

げ
切
る
馬
が
、
重
馬
場
で
は
後
半
の
追

い
上
げ
に
強
い
馬
が
有
利
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
馬
場
水
分
は
勝
馬
を
予
想
す
る

う
え
で
欠
か
せ
な
い
要
素
。
競
馬
専
門

紙
に
各
馬
の
「
水
分
別
成
績
」
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
で
す
。

ハ
ン
デ
も
レ
ー
ス
を
面
白
く
す
る

　
レ
ー
ス
予
想
の
も
う
ひ
と
つ
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
馬
が
ひ
く
重
量
で
す
。
ば
ん

え
い
競
走
馬
は
、
馬
齢
と
通
算
収
得
賞

金
に
よ
っ
て
格
付
け
（
ク
ラ
ス
分
け
）

さ
れ
て
い
ま
す
。
各
馬
が
ひ
く
重
量（
ば

ん
え
い
重
量
）
は
こ
の
格
付
け
に
応
じ

て
決
め
ら
れ
て
お
り
、
開
催
回
を
重
ね

る
と
そ
の
重
量
は
増
え
て
い
き
ま
す（
表

参
照
）。
好
成
績
を
上
げ
て
格
付
け
が
上

が
っ
た
馬
は
、
重
量
も
増
え
ま
す
。
さ

ら
に
重
賞
競
走
の
場
合
、
各
馬
の
収
得

賞
金
額
に
応
じ
て
重
量
が
加
増
さ
れ
る

レ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
強
い

馬
ほ
ど
負
担
重
量
が
重
く
な
る
の
で
す
。

　
反
対
に
、
牝
馬
は
二
十
キ
ロ
、
二
歳

及
び
三
歳
の
せ
ん
馬
は
十
キ
ロ
、
重
量

が
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
ハ
ン
デ
が
あ
り

ま
す
。
騎
手
重
量
に
つ
い
て
も
規
定
は

七
十
七
キ
ロ
で
す
が
、
女
性
騎
手
は

キ
ャ
リ
ア
に
よ
っ
て
十
キ
ロ
ま
た
は

二
十
キ
ロ
、
男
性
騎
手
も
新
人
時
代
は

十
キ
ロ
減
量
さ
れ
る
の
で
、
馬
の
負
担

が
そ
れ
だ
け
軽
く
な
り
ま
す
。
こ
う
し

た
ハ
ン
デ
は
実
力
差
を
調
整
し
、
白
熱

一
喜
一
憂
の
楽
し
み

ば
ん
え
い
競
馬
の
勝
馬
予
想

勝
馬
予
想
が
難
し
い
と
言
わ
れ
る
ば
ん
え
い
競
馬
。
速
さ
だ

け
を
競
う
平
地
競
馬
と
違
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
か
ら
レ
ー

ス
展
開
を
読
み
解
く
こ
と
が
最
大
の
面
白
さ
で
す
。

入口では、ばんえい十勝版専門誌を販売している。
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ばんえい十勝の勝馬投票券の種類
ばんえい十勝の勝馬投票券（馬券）は、比較的当たり
やすい複勝から、高配当が期待される三連単まで8種
類。加えて、インターネット限定販売の5重勝・7重
勝単勝式があります。

☆単　勝（単勝式）
　１着に入る馬１頭を当てる。
☆複　勝（複勝式）
　３着までに入る馬１頭を当てる。
 （出走頭数が7頭以下の場合は2着まで）
☆枠　複（枠番連勝複式）
　１着と２着に入る馬２頭の枠番号の組み合わせを当てる。
☆馬　複（馬番連勝複式）
　１着と２着に入る馬２頭の馬番号の組み合わせを当てる。
☆馬　単（馬番連勝単式）
　１着と２着に入る馬2頭の馬番号を着順通りに当てる。
☆ワイド（拡大馬番連勝複式）
　３着までに入る馬２頭の組み合わせを当てる。
☆三連複（三連勝複式）
　３着までに入る馬３頭の組み合わせを当てる。
☆三連単（三連勝単式）
　３着までに入る馬３頭の馬番号を着順通りに当てる。
☆５重勝単勝式
　指定５レースの１着に入る馬すべてを当てる。
☆７重勝単勝式
　指定７レースの１着に入る馬すべてを当てる。

し
た
レ
ー
ス
を
演
出
す
る
た
め
の
も
の

で
す
が
、
同
時
に
予
想
を
難
し
く
も
し

て
い
ま
す
。

　
重
量
の
差
は
、
と
り
わ
け
第
二
障
害

の
登
板
に
影
響
し
ま
す
。
馬
が
ひ
く
そ

り
は
平
坦
地
で
は
実
重
量
よ
り
軽
く
な

り
、
障
害
を
登
る
時
は
五
割
以
上
も
重

く
な
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
ば
ん
え
い
重
量
六
百
キ
ロ
で

も
、
そ
こ
に
騎
手
重
量
が
加
わ
る
と
、

障
害
を
登
る
時
に
は
一
ト
ン
前
後
の
加

重
が
掛
か
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
重

量
が
よ
り
軽
い
馬
の
ほ
う
が
有
利
な
の

か
、
重
い
ハ
ン
デ
重
量
を
負
っ
て
も
実

力
を
発
揮
で
き
る
馬
が
勝
つ
の
か
。
ハ

ン
デ
を
考
慮
し
て
予
想
す
る
の
も
、
ば

ん
え
い
な
ら
で
は
の
面
白
さ
で
す
。

波
乱
が
高
配
当
を
生
む
こ
と
も

　
こ
の
よ
う
に
、馬
、騎
手
、馬
場
状
態
、

重
量
な
ど
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
レ
ー

ス
が
展
開
さ
れ
る
ば
ん
え
い
競
馬
。
予

想
が
的
中
し
に
く
く
高
配
当
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
重
量
が
軽
減

さ
れ
る
牝
馬
に
新
人
騎
手
が
乗
り
、
水

分
量
多
め
の
軽
馬
場
で
並
み
い
る
強
豪

を
か
わ
し
、
逃
げ
切
っ
て
優
勝
と
い
う

こ
と
も
起
こ
り
得
ま
す
。

　
速
さ
を
競
う
だ
け
で
は
な
い
障
害

レ
ー
ス
な
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を

読
み
解
き
、
大
穴
を
狙
う
の
も
楽
し
み

の
う
ち
。
当
て
る
の
が
難
し
い
三
連
単

は
高
配
当
に
な
り
や
す
く
、
フ
ァ
ン
の

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

普通競走のばんえい重量（平成28年度）

◯5歳以上及び3・4歳で通算収得賞金70万円以上の馬
◯ 3・4歳で通算収得賞金
70万円未満の馬

重量区分
オープン A１ A２ B１ B２ B３ B４ C１ C２

400万円
以上

400万円
未満

300万円
未満

240万円
未満

180万円
未満

140万円
未満

100万円
未満

70万円
未満

30万円
未満

第1回～第3回 660㎏ 650㎏ 640㎏ 630㎏ 620㎏ 610㎏ 600㎏ 580㎏ 570㎏

第4回～第6回 670㎏ 660㎏ 650㎏ 640㎏ 630㎏ 620㎏ 610㎏ 590㎏ 580㎏

第7回～第8回 680㎏ 670㎏ 660㎏ 650㎏ 640㎏ 630㎏ 620㎏ 600㎏ 590㎏

第9回～第10回 680㎏ 670㎏ 660㎏ 650㎏ 640㎏ 630㎏ 620㎏ 610㎏ 600㎏

第11回～第12回 690㎏ 680㎏ 670㎏ 660㎏ 650㎏ 640㎏ 630㎏ 620㎏ 610㎏

第13回～第15回 700㎏ 690㎏ 680㎏ 670㎏ 660㎏ 650㎏ 640㎏ 630㎏ 620㎏

第16回～第18回 710㎏ 700㎏ 690㎏ 680㎏ 670㎏ 660㎏ 650㎏ 640㎏ 630㎏

第19回～第21回 720㎏ 710㎏ 700㎏ 690㎏ 680㎏ 670㎏ 660㎏ 650㎏ 640㎏

第22回～第24回 730㎏ 720㎏ 710㎏ 700㎏ 690㎏ 680㎏ 670㎏ 660㎏ 650㎏

第25回～第26回 740㎏ 730㎏ 720㎏ 710㎏ 700㎏ 690㎏ 680㎏ 670㎏ 660㎏

※2歳馬については別基準
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4歳路線

2歳路線

馬の年齢3歳路線

ばんえい十勝の重賞競走 ばんえい十勝のレースには、一般競走、特別競走、重賞
競走の3種類があります。重賞競走は、賞金額が高い重
要なレースで、各条件ごとの選抜馬がしのぎを削ります。

※ BGは「ばんえいグレード」の略。最もグレードが高いのが「BG1」。
※ 競走及び実施日は各年度ごとに決められます。

馬の年齢は、実際の誕生日ではなく元日
を基準にして数えます。生まれた年は「当
歳」、翌年の元日にどの馬も「1歳」にな
ります。2歳でデビューした新馬も年が
明けると3歳になるので、こちらは「明
け3歳」とも呼びます。

BG1 天馬賞
1月3日 5歳の王者決定戦

BG3 ナナカマド賞
10月中旬 その年デビューした新馬が

挑む初の重賞競走

BG2 ヤングチャンピオン
シップ

12月下旬 産地別対抗「ばんえい甲子
園」の決勝戦

BG1 イレネー記念
3月初旬 新馬の頂点を決める伝統

のレース

BG2 黒ユリ賞（牝馬限定）
2月中旬 帯広市の花、黒ユリを賞し

た女王決戦

BG3 ばんえい大賞典
7月下旬 3歳重賞3冠路線の第1弾

BG3 はまなす賞
8月下旬 3歳・4歳オープンの世代交

流戦

BG3 ポプラ賞
3月中旬 4歳・5歳の世代交流戦

BG2 ばんえい菊花賞
11月初旬 3歳重賞3冠路線の第2弾

BG1 ばんえいオークス
（牝馬限定）

12月初旬 3歳最強の牝馬決定戦

BG1 ばんえいダービー
12月下旬 3歳重賞3冠路線、最後の

大一番

BG3 柏林賞
7月初旬 4歳重賞3冠路線の第1弾

BG2 銀河賞
9月下旬 4歳重賞3冠路線の第2弾

BG3 クインカップ
（牝馬限定）

11月中旬 4歳女王の座を賭けた一戦
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古馬路線場外発売所一覧
ばんえい競馬の場外発売は、昭和59年に旭川、帯広、北見、岩見沢の4市の競馬場
で相互場外発売が開始されたのが始まりです。現在、ばんえい十勝で開催されるレー
スの勝馬投票券は、帯広競馬場のほか、以下の場外発売所で取り扱っています。

BG2 ばんえい十勝
オッズパーク杯

4月下旬 前年度獲得賞金による選
抜馬が集結

BG3 旭川記念
6月中旬 3歳以上オープン、4市記念

競走第1弾

BG1 ばんえいグランプリ
お盆 3歳以上オープン、ファン人

気投票レース

BG3 ドリームエイジカップ
11月下旬 4歳以上、世代別選抜馬が

対決

BG2 ヒロインズカップ
（牝馬限定）

1月下旬 4歳以上牝馬オープン、女
王決定戦

BG3 北斗賞
7月中旬 3歳以上オープン、ばんえ

いグランプリへの前哨戦

BG2 北見記念
10月下旬 3歳以上オープン、4市記念

競走第3弾

BG2 岩見沢記念
9月中旬 3歳以上オープン、4市記念

競走第2弾

BG1 帯広記念
1月2日 4歳以上オープン、4市記念

競走最後の大一番

BG1 ばんえい記念
3月中旬 4歳以上オープン、最大1ト

ンをひく最高峰レース

BG2 チャンピオンカップ
（重賞優勝馬限定）

2月中旬 4歳以上、今年度の重賞優
勝馬が結集

※古馬：その年デビューする「新馬」に対し、レー
ス経験のある馬のこと。

直営場外発売所
旭川北彩都場外発売所（レラスポット北彩都）
旭川市南6条通20丁目1978－17　☎0166－39－2400
北見場外発売所（ミントスポット北見）
北見市小泉408－1　☎0157－24－7911
岩見沢場外発売所（ハロンズ岩見沢）
岩見沢市6条西2丁目　☎0126－22－8611
釧路場外発売所（ハロンズ釧路）
釧路市若松町2番13号　☎0154－23－2311
名寄場外発売所（ハロンズ名寄）
名寄市西1条南8丁目1－1　☎01654－9－4008
網走場外発売所（アプスポット網走）
網走市南4条東1丁目1番3号APTマツブンビル1階・2階　☎0152－68－2001
琴似駅前場外発売所
札幌市西区琴似2条1丁目3 琴似Lビル2階・3階　☎011－633－1333
深川場外発売所（イルムふかがわ）
深川市3条22番26号　☎0164－34－6400

場外発売所
Aiba小樽　　　　　　　　　　☎0134－31－5320
Aiba中標津　　　　　　　　　☎01537－9－8007
Aiba千歳　　　　　　　　　　☎0123－40－9000
Aiba江別　　　　　　　　　　☎011－391－8600
Aiba滝川　　　　　　　　　　☎0125－24－9521
Aiba石狩　　　　　　　　　　☎0133－64－0816
Aiba札幌中央　　　　　　　　☎011－522－2278
Aiba函館港町　　　　　　　　☎0138－44－4800
Aiba登別室蘭　　　　　　　　☎0143－83－6887
Aiba苫小牧　　　　　　　　　☎0144－38－0620
Aiba静内　　　　　　　　　　☎01464－2－8900
Aiba浦河　　　　　　　　　　☎01462－4－4507

道外発売所
BAOO高崎　　　　　　　　　☎027－322－5192
BAOO東広島　　　　　　　　☎082－420－7800
BAOO宇部　　　　　　　　　☎0836－59－0200
BAOO鳥取岩美　　　　　　　☎0857－37－5800
BAOO三刀屋　　　　　　　　☎0854－45－0077
BAOO天文館　　　　　　　　☎099－216－3355
BAOO荒尾　　　　　　　　　☎0968－62－2466
BAOO博多　　　　　　　　　☎092－291－2800
大井競馬場ふるさとコーナー　☎03－3763－2151
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装鞍所を見学する参加者たち。

場内のモニターに協賛レースの名が表示される。 協賛者とその同行者は、優勝馬と一緒に記念撮影でき
る特典付き。

協賛者には優勝騎手のサインが贈呈される。

専用バスに乗り、きゅう舎地区を見学。

誰
で
も
参
加
で
き
る
！

ば
ん
え
い
十
勝
の
名
物
企
画

レ
ー
ス
の
舞
台
裏
探
訪
　
　
　
　

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

　
ば
ん
え
い
十
勝
は
レ
ー
ス
だ
け
で
は

な
く
、
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
多

彩
な
企
画
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
レ
ー

ス
の
裏
側
を
案
内
す
る
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

ツ
ア
ー
は
、
帯
広
単
独
開
催
初
年
度
の

平
成
十
九
年
、
団
体
を
対
象
と
し
て
始

ま
り
、
翌
年
か
ら
個
人
参
加
も
受
け
付

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
は
競
馬
開
催
日
に
実
施
さ

れ
、
約
四
十
五
分
。
参
加
者
は
出
走
前

の
馬
が
集
ま
る
装
鞍
所
を
見
学
し
、
バ

ス
で
き
ゅ
う
舎
地
区
を
巡
り
、
本
走
路

を
見
渡
す
旧
実
況
室
か
ら
レ
ー
ス
を
観

戦
し
ま
す
。
普
段
は
関
係
者
し
か
立
ち

入
れ
な
い
舞
台
裏
が
見
学
で
き
る
た

め
、
道
外
か
ら
の
観
光
客
の
利
用
も
多

く
、
今
で
は
年
間
七
千
人
以
上
も
の
参

加
者
を
集
め
て
い
ま
す
。

※
料
金
／
大
人
五
百
円
（
お
み
や
げ
付

き
）、
小
学
生
以
下
無
料

冠
レ
ー
ス
で
思
い
出
づ
く
り
　
　

協
賛
レ
ー
ス

　
ば
ん
え
い
十
勝
で
は
、
法
人
は
も

と
よ
り
、
個
人
の
方
か
ら
も
協
賛
レ
ー

ス
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
誕
生
日
や
結
婚
記
念
日
、
卒
業

や
栄
転
の
お
祝
い
な
ど
、
こ
れ
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
冠
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
当
日
は
、
出
走
表
や
競
馬
予

想
新
聞
な
ど
に
協
賛
者
自
身
が
つ
け

た
レ
ー
ス
名
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。
ま

た
勝
馬
投
票
券
に
も
レ
ー
ス
名
が
印

字
さ
れ
る
た
め
、
全
出
走
馬
の
単
勝

馬
券
を
記
念
に
買
い
求
め
る
方
も
多

い
そ
う
。
協
賛
者
は
表
彰
式
で
プ
レ

ゼ
ン
タ
ー
を
務
め
た
り
優
勝
馬
や
騎

手
と
記
念
撮
影
も
で
き
て
、
よ
い
思

い
出
に
な
る
と
好
評
で
す
。
尚
、
協

賛
金
の
九
割
は
副
賞
と
し
て
優
勝
馬

の
関
係
者
に
贈
ら
れ
、
一
割
は
ば
ん

え
い
競
馬
の
振
興
運
営
費
に
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
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力自慢が競う名物イベント人間ばん馬。

ばんえい十勝10年目を迎えた平成28年度の開幕
パレード。

※写真はいずれも平成27年度の様子。平成27年の初日の夜には道新花火大会も催され
た。

開幕初日のお客様をジョッキーたちがお出迎え。

人間ダービーヒロインズカップ。

「JRAジョッキーDAY」では中央競馬の騎手たち
がばんえいレースに挑戦。

人
間
ば
ん
馬
で
盛
り
上
が
る
　
　

と
か
ち
ば
ん
馬
ま
つ
り

　
帯
広
競
馬
場
が
一
番
盛
り
上
が
る
イ

ベ
ン
ト
と
い
え
ば
「
ば
ん
馬
と
共
に
地

域
振
興
を
は
か
る
会
（
事
務
局
：
帯
広

商
工
会
議
所
）」
の
主
催
で
、
毎
年
十

月
に
開
か
れ
る
「
と
か
ち
ば
ん
馬
ま
つ

り
」。
こ
ち
ら
も
帯
広
単
独
開
催
が
決

ま
っ
た
平
成
十
九
年
に
始
ま
り
、以
来
、

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
期
中
は
多
彩
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
目
白
押
し
。
中
で
も
馬
な
ら
ぬ
人
間

が
六
人
一
組
で
挑
む
「
ワ
ー
ル
ド
人
間

ば
ん
馬
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
」
と
、

女
性
ラ
ン
ナ
ー
が
本
走
路
を
疾
走
す
る

「
人
間
ダ
ー
ビ
ー
ヒ
ロ
イ
ン
ズ
カ
ッ
プ
」

は
、
道
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
挑
戦
者
た

ち
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
会
場
を
大
い

に
沸
か
せ
ま
す
。
二
日
間
に
渡
っ
て
開

催
さ
れ
る
ば
ん
馬
ま
つ
り
は
、
今
で
は

全
道
・
全
国
か
ら
二
万
五
千
人
が
集
ま

る
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
ま
し
た
。

市
民
や
観
光
客
を
集
め
る
　
　
　 

四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト

　
帯
広
競
馬
場
で
は
ほ
か
に
も
年
間
を

通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
四
月
の
開
幕
イ
ベ
ン
ト

に
始
ま
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や

夏
休
み
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
イ
ベ
ン

ト
、
夏
の
十
勝
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、
お
正

月
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
、
帯
広
氷
ま
つ
り

と
連
動
し
た
ば
ん
馬
冬
ま
つ
り
な
ど
趣

向
を
凝
ら
し
た
四
季
折
々
の
催
し
が

目
白
押
し
。
ま
た
中
央
競
馬
の
ト
ッ

プ
ジ
ョ
ッ
キ
ー
を
招
い
て
開
か
れ
る

「
J
R
A
ジ
ョ
ッ
キ
ー
D
A
Y
」
も
、

平
成
十
九
年
以
来
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

　
こ
う
し
た
機
会
に
よ
り
、
同
競
馬
場

に
は
幅
広
い
世
代
の
市
民
や
観
光
客
が

足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
帯
広

の
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
も
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
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早
朝
の
凛
と
澄
ん
だ
空
気
の
中
、

レ
ー
ス
に
備
え
て
黙
々
と
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
打
ち
込
む
人
馬
た
ち
。
ば
ん

え
い
競
馬
を
テ
ー
マ
に
し
た
映
画
『
雪

に
願
う
こ
と
』
で
、
ば
ん
馬
の
力
強
さ

と
美
し
さ
を
強
く
印
象
づ
け
た
の
も
、

こ
の
早
朝
の
調
教
シ
ー
ン
で
し
た
。

　
平
成
二
十
二
年
十
月
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
風
景
を
見
学
で
き
る
朝
調
教
ツ

ア
ー
が
ス
タ
ー
ト
。
春
夏
秋
は
重
賞

競
走
開
催
日
に
、
冬
は
毎
週
日
曜
日

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
冬
の
朝
調
教
ツ
ア
ー
で
は
、
氷
点

下
の
冷
気
の
中
、
馬
体
か
ら
た
ち
の

ぼ
る
湯
気
と
勢
い
よ
く
吐
き
出
さ
れ

る
白
い
鼻
息
。
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
脇

か
ら
昇
る
朝
日
を
浴
び
て
幻
想
的
に

浮
か
び
上
が
る
人
馬
の
シ
ル
エ
ッ
ト

…
。
厳
寒
期
な
ら
で
は
の
光
景
を
前

に
、
参
加
者
た
ち
は
寒
さ
を
忘
れ
て

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
す
。
参
加
者
の

中
に
は
道
外
か
ら
こ
の
ツ
ア
ー
の
た

め
に
訪
れ
る
人
や
、
何
度
も
通
い
詰

め
る
人
も
い
る
ほ
ど
。
平
成
二
十
八

年
度
に
は
延
べ
五
百
四
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

※
料
金
／
大
人
二
千
円
、
小
・
中
学

生
五
百
円
、
小
学
生
未
満
無
料
（
プ

レ
ミ
ア
ム
ラ
ウ
ン
ジ
利
用
券
、
お
み

や
げ
付
き
）

厳
寒
の
光
景
が
人
気
を
呼
ぶ

　
　

朝
調
教
ツ
ア
ー

早
朝
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
一
般
公
開
す
る
朝
調
教
ツ
ア
ー
は
、

開
始
以
来
、
熱
心
な
ば
ん
え
い
フ
ァ
ン
や
写
真
愛
好
家
の
間

で
根
強
い
人
気
を
得
て
い
ま
す
。

（写真／山岸　伸）
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（写真／山岸　伸）
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